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活動内容 

目的 

日本の子どもの貧困率は 13.5％と言われる。その中でもひとり親家庭に 
おいては、48.1％と言われ世界各国の中でも非常に高い数値が出ている。 
貧困とは、経済的・社会的・文化的な貧困もあるが、当団体では「経済的・社 
会的」部分の目を向け、子どもの支援ではなく育てる親を支援することで経済 
的自立を養ってもらい、根本から改善していき、こどもの貧困解決をしていき 
たい。その手段として美容技術(エステ・ネイル)をひとり親に受講してもらい、 
就職支援(マッチング)をし、「手に職をつける」支援をする。 
これまで、岡山市市民協働推進モデル事業では今年度も含め受講生枠以上の応 
募もあり、需要は非常に高い。 
 

内容 

①ひとり親に美容技術取得講座・・・5～9 月/10 月～2 月の年 2 回(フェイシャ 
ル/ボディ/ネイル)講座開催：1 講座各期間 4名 x3講座 x 年 2回＝24名 
②就労支援・・・就労における面談年 4 回(5，8，11，2月)、マッチング随時  
③親子カフェ(お茶会)開催・・ひとり親・ひとり親になる前の親子を対象 
(想定 1回 15名／月 1回開催予定) 
④サロン運営・・・サロン運営の施術料金を活動費に充てる(年間通じて) 
 

成果 

①ひとり親への美容技術就労取得講座：1 年間通じて募集及び講座開催した。 
●ひとり親の受講者数：フェイシャル 4 名／ボディ 1名／ネイル 1 名 
(計 6 名受講 うち 4名講座修了、現在講座中 2名) 
◇各講座内容◇ 
・フェイシャル及びボディ講座：2.5 時間ｘ10回＋修了試験 1回 
 受講料：通常 217,800 円のところ本事業にて当事者負担額 55,000 円とする。 
・ネイル講座：8回(委託にて開催) 
●連携先からの紹介 
・本事業開催前より岡山県ひとり親支援センターによる依頼もあったが本事業開
催で受講者負担が減額となるため、さらに講座の依頼件数が増えた。 
●受講生からの声 
修了後、受講生に満足度アンケートを行ったところ以下の声があがった。 
◇全体の満足度…満足：67％ 概ね満足：33％ 
「詳しい部分まで習えて楽しく勉強できた。母子家庭でも苦にならず空いた時間
で受講できた」 
「子育てが忙しく当初の予定どおりに行かなかったものの自身の生活環境や 
背景に合わせて受講ペースをゆっくりに組み替えてもらい修了となった」 
◇受講料金の適切さ…適切：67％ どちらでもない：33％ 
「分割ができて払っていける金額だった」 
「生活保護を受けている身なので少し無理をして捻出した」 
◇受講日程と時間…満足 67％ 概ね満足：33％ 
「日程も時間もわがままを言って合わせてもらえて満足」 



◇講師のサポート…満足 100％ 

「授業についていけず習得できずにいたところを見逃さず対応してくれた」 

「マニュアルもありますが、受講生によって手の動かし方などの様々なパターン

を教えてもらえて満足した」 

◇講座を始めたことでの変化 

「自信が持てて気持ちが明るくなった」 

「子どもに練習モデルになってもらうことで親子のふれあいが増えた」 

「子どもからマッサージをしてほしいといわれてスキンシップになっている」 

「１から学べて感謝している」 

◇講座内容の良かった点 

「自分で管理できなかったスケジュール管理の仕方など受講後も社会に役立

つことを教えてもらえて良かった」 

「テキストだけではなく動画でも練習できて良かった」 

「優しく丁寧で楽しい受講ができて良かった」 

◇講座内容の改善点 

「自身にしてもらえたゆっくり子育てママコースがあってもいいと思った」 

●講座継続の工夫 
申込前のヒアリング時に受講生の環境状況によってペースを調整することで無
理なく通えるよう努めた。また受講後、つぎの講座日まで技術練習の不安を解消
するために動画を作成し共有することで不安を解消。適時修了まで面談を行いモ
チベーション維持することで修了できるよう努めた。 
ADHD の特性を持つお母さんが当日欠席を頻回に行うことが増えたため、受講
以前にご自身の環境変化などを伺い寄り添いながら、スケジュール管理の方法な
どをレクチャーし管理することで修了できた。 
 
②就労支援：就労におけるマッチング及び相談をした。 
●面談開催回数：一人に付き約 5回 
受講開催前 1回／受講期間中 3～４回／修了後 1～２回 
●就労協力企業の発掘 
郵送数…398 通／求人数…16 件/27 名 
●就労：6 名中：2 名自営、２名自営準備中、2名受講中 
●成果 
自宅開業 2 名、うち 1名は就労協力企業へ出張エステで収入が増えた。しかし令
和 4年 2 月に協力企業が閉店となった。その際に協力企業の顧客を受講生が営む
店舗へとつなぐことで収入が保たれている。 
 
③親子カフェ(お茶会)開催： 12回開催した。 
●参加総数：302 世帯 644 人 
毎月最終土曜日に独自事業であるもったいないマーケットというイベント時に
同時開催した。 
●工夫 
新型コロナウイルス対策のためカフェといった飲食ではなく触れ合いの場とし
て開催する。具体的には飲食類の提供や子供たちへ必要物品を 302 世帯に渡し
た。 
●成果 
親子カフェを開催することで、親子で来れる居場所となり顔の見える関係性がで
き、子供も来所することが楽しいという声が多く聞かれた。 
また別事業で行っている 24 時間相談にもつながり、母親からは多く悩みなどを
聞くことが出来、物資支援及び同行支援などへつながった。 
親子カフェでの相談数 (相談数と内訳、内容)は下記の通りである。 
●親子カフェに来店後、別事業の相談受付→支援事業につなげた例 
◇相談件数：73件  



◇相談内容：114 件(複数回答有) 
◎子育て…29 件(全体の 25％) 
・子の引きこもりの相談は当事者が希望とすれば連携の支援団体へつないだ。 
・子に特性があり周囲への迷惑を考えると外出がしにくいなどの悩みにはイベン
ト時に分け隔てなく参加でき接することで利用者から満足を得た。 
・その他に子の偏食、コロナ禍で体験の不足、父子世帯から思春期の娘への接し
方などの相談が寄せられた。 
◎家事…8 件(全体の 7％) 
・仕事と家事の両立が多く挙げられた。 
・年度末は新生活によって環境に慣れるか不安といった相談が寄せられた。 
◎仕事…35件(全体の 31％) 
・コロナ禍による収入減、失職については一緒に求人票をみて職探しのサポート
を行った。 
・子の療育通所のため時短勤務や時短保育になり低収入で転職しようにも職種が
限られてしまうという相談が寄せられた。 
◎金銭面…30 件(全体の 26％) 
・様々な背景から無職、失職、低収入などの問題がある。今他団体や行政支援を
受けているか？確認し未だ申請していない支援金などがあれば案内をする。 
・月 1回のもったいないマーケット以外の日でも食料、生活用品などでお困りの
時は声掛けしてくださいと案内をしたところ実際に金銭面の困難から「子供用の
ヘルメット」「ベビーカー」が欲しいという相談を受け当事者へ渡した。 
◎住まい…4件(全体の 4％) 
・離婚後および離婚調停中で親族宅住まうも不仲で悩みの相談を受けた際には一
緒に住まい探しを行った 
・収入減、失職により引っ越しを考えているという相談があった 
◎体調…6 件(全体の 5％) 
・精神的不調により様々な相談が寄せられるため当事者の悩みに沿った支援団体
へつないだ 
・自身の身体的不調があり倒れた時に行政にもサポートがないとのことで、再度
行政の案内および当方の行う支援を案内した 
 
④サロン兼講座運営 (助成金額の減額のため申請時と変更あり) 
●1年間通じての来客数：102 名 
①～③の事業に今助成金を充てたためサロン運営の広報活動をチラシ内に一部
掲載する。チラシによる集客数 2名となった。他集客は別事業や自主事業として
職員や臨時職員が行った。 
 
●工夫● 
活動費が支援活動として使われる「チャリティエステ」であることを取り上げチ
ラシに掲載する。またその他の周知活動として職員や臨時職員による SNS 配信
や紹介をした。来客数や受講生からの収益の一部は 
①の就労支援講座での消耗品や面談。就労支援活動 
③のもったいないマーケットや親子カフェ開催時 
の一部に充てることが出来た 
 
●自主事業のサロン兼講座に通う方からの声 
「広告をみてエステを受ける事がひとり親支援活動になることに賛同してボデ
ィマッサージに通い始めました。自分も子の春期講習がないか相談をしたところ
連携の団体を紹介してもらい実際に通い、親子ともに感謝しています。」 
 
「広告をみて、フェイシャル・ボディの講座を受けました。子育て中の為講座は
受けにくいと思っていたが、お母さんに寄り添ってもらえると思って相談したと
ころ乳児を従業員さんやボランティアさんに預けながら受講でき、仕事を続けな
がら無理なく技術が取得できて満足しています。受講後はボランティアとしても
活動登録して、頑張っているお母さんの手助けになりたい。」 
 
 



今後の課題と対
応策 

◇課題◇ 
①ひとり親への美容技術就労取得講座 
②就労支援 
・今回の事業で講座の問い合わせが増えたものの 8 名枠中 6 名だった。 
・受講生によっては元々精神面の持病がある場合があり、受講がスケジュール通りにいかな
い場合や連絡が取れない時期が生じることがある。 
 
③親子カフェ 
・新型コロナウイルスの影響により、親子カフェ内容が変わった。 
 
④サロン兼講座運営 
・一般のエステサロン、エステスクールではないため活動の周知に苦戦した。 
・来店が寄付につながるという仕組みは社会課題に敏感な人には通じるが、そうした方に声
が届くのに時間がかかった。 
 
◇対策◇ 
①ひとり親への美容技術就労取得講座 
②就労支援 
・ひとり親への周知には連携団体とのつながりが必要だと感じたため今後も連携を強化し
ていく。また広告や SNS更新など様々な人の目に留まるよう工夫をする。 
・職員自身、福祉についての研修なども取り入れ、講座や就労以外のことも近況を面談時に
ヒアリングし相談またはモチベーションアップを図っていく。 
 
③親子カフェ 
・今後も新型コロナウイルス対策を施しながら、親子で参加できるイベントにする。④のサ
ロン兼講座の周知に努め活動費を自主事業で捻出できるようにする。 
 
④サロン兼講座運営 
・今後も一人でも多くの人に届ける事とその対策として広告や SNSを使用していく 
・すでに利用してくれているお客様や講座生やボランティアの方々に団体の SNS をシェア
することを依頼し口コミを広げていく。 
・オンラインショップからエステギフトチケットやセミナーを購入できることを広めて運
営を強化する。 
 
 

写真の提出 

①ひとり親への美容技術就労取得講座、②就労支援の様子 
・ドールやマッサージモデル(ボランティア)を用いて実技練習をする様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



③親子カフェの様子 
・配布した生活用品や靴下の写真(左、真ん中左) 
・マントや仮面、バッグが作れるハロウィン工作体験の様子(真ん中右、右) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・12 月 25 日のもったいないマーケット&親子カフェの様子 
当事業助成金と Amazonみんなで応援プログラムからの支援物資にて 
クリスマスプレゼントやクリスマスの食品を渡すことが出来ました。 
計 34 世帯、参加人数 91人 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
④のサロン兼講座運営の様子 
・ボディエステコースに通うお客様の写真(左) 
・独自講座に通う受講生の写真(真ん中左) 
・受講中のお子さん預かりの様子(真ん中右、右) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 


